
十日町地域広域事務組合監査委員公表第１号 

 

 

 地方自治法第 199 条第４項の規定に基づき定期監査を執行したので、同条第９項の

規定により、その結果に関する報告を次のとおり公表します。 

 

令和４年 12月 23日  

十日町地域広域事務組合 

監査委員 今出川  景 

                       監査委員 大嶋由紀 子 

     

 

令和４年度定期監査結果通知 

  

１ 監査の種 類 定期監査 

 

２ 監 査 対 象 令和４年度組合事務事業の中で主要業務と考えられるもの 

  

３ 監査対象期間 令和４年度 

 

４ 監査実施 日 令和４年 11月 22日  

 

５ 監査の方 法 

所管の財務に関する事務が法令等の定めるところに従い、適正に執行されるとと

もに、公正で合理的かつ効率的な事務運営が行われているかに留意のうえ実施した。 

監査は、令和４年度の事務事業の中から監査対象事業を指定し、あらかじめ提出

された監査資料に基づく監査と併せて、必要により関係職員の説明を求めて行った。 

 

６ 監 査 結 果 

事務事業の執行は、おおむね適正に行われていた。 

 

７ 意 見 

下記指定事業について、別紙意見書のとおり報告する。 

(1) 給与システム保守委託  

(2) 職員研修 

(3) 南分署改修工事実施設計業務委託 

(4) 耐震性貯水槽新設工事（漉野・小池） 

(5) 防火水槽解体撤去工事（漉野・姿第二） 

(6) 小型動力ポンプ積載車更新事業（上山・松代） 

  (7) 高機能消防指令センター機器一部更新工事 

  (8) 通信指令システム保守点検委託 

  (9) 笹沢少年消防クラブ活動補助金 



 

令和４年度 定期監査意見書 

                           

令和４年 12月 23日 

 

 

十日町地域広域事務組合 

監査委員 今出川 景 

監査委員 大嶋由紀子 

 

 

地方自治法第199条第４項の規定に基づき、令和４年11月22日に、令和４年度の定期

監査を実施したので、次のとおり意見書を提出します。 
 

事業内容 意  見 

１ 給与システム保守委託 

 

※事業調書、仕様書により、 

担当（総務課長）説明 

昨今、価格の低廉化が進んでいるが、当組合のシ

ステムは高いと感じる。特別な仕様であれば仕方が

ないが、システムのリース料やソフトウエアライセ

ンス料よりも保守費が高い。予備知識がないと低廉

化は図れないので、終期を見据えた中で、他社との

比較をするなどコストダウンに努めていただきた

い。 

２ 職員研修 

 

※事業調書、説明資料により、 

担当（総務課長）説明 

救急救命研修について、スキルアップのために、

２名以上を参加させられないか。合わせて複数人が

研修に参加可能な体制づくりを願う。  

３ 南分署改修工事 

実施設計業務委託 

 

※事業調書、説明資料により、

担当（総務課長）説明 

女性職員の配置に係る改修部分については、女性

職員の意見を聞いた中で実施してほしい。 

４ 耐震性貯水槽新設工事 

（漉野・小池） 

 

※事業調書、説明資料により、

担当（警防課長）説明 

貯水槽の整備に当たっては、地形や住宅の密集度

が地域ごとに異なるうえに用地取得の問題等もある

と思われるが、充足率を満たすために今後も計画的

かつ効率的な整備をお願いする。 



５ 防火水槽解体撤去工事 

（漉野・姿第二） 

 

※事業調書、説明資料により、

担当（警防課長）説明 

事業は適正に執行されている。 

６ 小型動力ポンプ積載車 

更新事業（上山・松代） 

 

※事業調書、説明資料により、

担当（警防課長）説明 

今回、更新により不用となった車両について、今

後の売払いに係る事務も適正執行をお願いしたい。 

７ 高機能消防指令センター

機器一部更新工事 

 

※事業調書、説明資料により、

担当（警防課長）説明 

事業は適正に執行されているが、今後も継続する

事業であるとともに、１と同様、予備知識がないと

低廉化は難しく、価格面においては交渉力も必要と

考える。 

高額な維持管理費がかかるものなので、ひき続き

システムの長寿命化に資する検討もお願いする。 

８ 通信指令システム保守点

検委託 

 

※事業調書、説明資料により、

担当（警防課長）説明 

重大な障害につながる案件はなかったとのことだ

が、軽微なものも含めるとシステムの不具合発生が

多いと感じるので、設備導入の際の交渉材料にして

ほしい。また、不測の事態に備えた、当組合として

の対応が重要と考える。 

９ 笹沢少年消防クラブ活動

補助金 

 

※事業調書、説明資料により、

担当（南分署長）説明 

子供たちと地域が一緒になった非常によい取組み

である。一例として、「ＦＭとおかまち」などで、ク

ラブの子供たちから防火の呼びかけをしてもらうと

いった新たな取組みの提案、工夫を今後ともお願い

する。 
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